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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 14, 26/03/2002 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

o -トルエンスルホンアミド  

 

物質名：o-Toluenesulfonamide  

分子式：C7H9NO2S  

CAS No：88-19-7  

  

勧告  

本物質は現在のところ追加の作業の優先度が低い。  

  

SIAR の結論の概要 

 
ヒトの健康  

ラットに経口投与した o‐トルエンスルホンアミドは主に尿中に速やかに排泄された。ヒトでは本物質は

ラットの場合よりもゆっくりと尿中に排泄された。主な代謝産物はラットとヒトの両方で 2‐スルファモイ

ル‐ベンジルアルコールとその硫酸塩およびグルクロン酸抱合体である。尿中の代謝産物としてサッカリン

も特にヒトに検出された。  

 
ラットの経口 LD50 は雄で＞2,000mg/kg 体重、雌で 1,000～2,000mg/kg 体重である（OECD TG 401）。

最低用量の 700mg/kg 体重でも鎮静、受動性、強硬症が現れた。本物質はウサギの目に対して中程度の刺激

性を示したと報告されているが、この試験の信頼性は確実でない。皮膚刺激性および感作に関する情報は入

手できなかった。  

 
OECD 反復投与毒性・生殖発生毒性組み合わせスクリーニング試験（TG 422）に従い o‐トルエンスル

ホンアミドを雌雄の SD ラットに対して強制経口投与により 0、20、100、500mg/ b.w./日の用量で少なく

とも 38 日間投与した。500mg/kg 体重では交尾前に 3 匹の雌が死亡し、瀕死の状態の 2 匹を安楽死させ

た。100 および 500mg/kg 体重では雌雄両性の運動量が減少し、腹臥位および流涎が現れた。同じ群の雌雄

の低体重が記録された。組織病理学的検査では、すりガラス様の細胞質を持つ小葉中央部肝細胞の肥大が 100 

および 500mg/kg 体重の雌雄に用量依存性に認められた。加えて、心膜の線維症および細胞浸潤と、胸腺被

膜の線維症および細胞浸潤と胸腺の萎縮の頻度が 500mg/kg 体重の雌で有意に上昇した。腎臓では、全ての

投与群の雄に好酸性小体が認められ、これはおそらく雄ラットに特異的なタンパク質α2u－グロブリンと本物

質との複合体の蓄積に起因する。臨床徴候と肝臓の変化に基づき、反復投与毒性の NOAEL（最大無有害性

影響量）は雌雄とも 20mg/kg 体重/日と考えられる。  

 
遺伝毒性については、細菌試験（OECD TG 471）と in vitro 染色体異常試験（OECD TG 473）が代謝活

性化の有無にかかわらず陰性であった。1 件のラットによる哺乳動物スポット試験の結果は確定的でなく、2 

件のマウスの in vivo 小核試験（強制経口投与と腹腔内投与）の結果は陰性であった。しかしながらこれら
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の全部の試験の実験条件は充分に報告されていない。したがって本物質の in vivo 遺伝毒性については結論

を引き出すことができない。  

 
1件の2世代全生涯混餌試験で、雌雄のSDラットに対してo‐トルエンスルホンアミドを飼料に混和して0、

2.5、25、250mg/kg 体重/日の用量で投与した。どのような腫瘍の頻度の上昇も両世代の全投与群に認められ

なかった。2 件の 2 年間経口ラット試験も本物質が発がん性を持たないことを示した。1 件の全生涯混餌試

験が低頻度のラットの膀胱腫瘍の出現を示したが、報告が不充分なためこの試験の信頼性は確実ではない。

哺乳動物培養細胞を使用した細胞悪性転換試験の結果は陰性であった。証拠の重み手法に基づくと、入手で

きたデータは本物質が発がん性を持たないことを示す。  

 
1 件の OECD 反復投与毒性・生殖発生毒性組み合わせスクリーニング試験（TG 422）で、500mg/kg 体

重/日により仔動物の有意な体重減少が生後0日目と4日目の雌雄のラットに認められた。また、1件の二世代

全生涯混餌試験で、250 mg/kg bw/日 で同腹仔数と仔動物体重の減少が認められた。両方の結果を総合的に

評価すると、生殖・発生毒性の適正な NOAEL は 100mg/kg 体重/日と考えられる。  

  

環境  

o-トルエンスルホンアミドは水に可溶で（25℃で 1.6g/L）、低い蒸気圧（25℃で 6.6×10-5Pa）を持つ。logKow 

は 0.84 である。o‐トルエンスルホンアミドは容易に生分解されないが（OECD TG 301C：14 日後に BOD

〔生物学的酸素要求量〕で0％）、実験的BCF（生物濃縮係数）が2.6未満なので（OECD TG 305）、本物質は

水生生物に生物蓄積しないと思われる。加水分解は起こらないと思われる。大気中に放出されると、本物質

は蒸気圧が低いので主に微粒子相として存在する。o‐トルエンスルホンアミドの微粒子相は乾式および湿式

析出により大気から物理的に除去できるだろう  

 
o‐トルエンスルホンアミドの急性毒性は三つの栄養段階の 3 種類の水生生物で試験された。藻類

（Selenastrum capricornutum）では ErC50 が 170mg/L（OECD TG 201、24～48 時間および 24～72 時

間の成長速度）、 72 時間 EbC50 が 57mg/L（OECD TG 201、バイオマス）と決定された。ミジンコ（オ

オミジンコ Daphnia magna）では 48 時間EC50（50％影響濃度）が210mg/L（OECD TG 202 part1）、魚類

（メダカOryzias latipes）では96時間LC50（50％致死濃度）が＞100mg/L（OECD TG 203）と報告された。  

 
藻類（Selenastrum capricornutum）とミジンコ（オオミジンコ）の 2 つの慢性毒性値が入手できた。藻

類では成長阻害の 72 時間 NOEC（最大無影響量）が 7.7mg/L（OECD TG 201、成長速度に基づく）、ミ

ジンコでは 21 日間 NOEC が49mg/L（OECD TG 202、繁殖）と報告された。  

  

ばく露  

o-トルエンスルホンアミドは以前にはサッカリンの製造中間体として主に製造されていた。現在ではまだ

少量がこの目的のために使用されてはいるが、通常サッカリンは本物質を使用せずに製造される。O-トルエ

ンスルホンアミドと p－異性体の混合物は熱溶融型接着剤の可塑剤、蛍光染料の製造中間体、樹脂の可塑剤

の中間体として使用される。日本における本物質の 2000 年の生産量は約 50 トンであった。  
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勧告される追加の作業の性質  

全ての SIDS エンドポイント（影響評価指標）が充分なので、本物質は追加の作業の候補ではない。  

  
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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